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を受けている感覚もないのが普通である。
　この形態の電気刺激をTENSと混同してはならな
い。既述のように、両者の作用機序は異なり、内因
性のホルモン及び神経伝達物質の放出が関与して
いる。これらの効果は、鍼灸の効果と類似したもので
ある可能性がある。
　疼痛の電気治療というこの新領域では、まだまだ　疼痛の電気治療というこの新領域では、まだまだ
多くの研究が必要である。良好な結果が得られるこ
とには疑問の余地はないが、基本的な作用機序の
特定には更なる研究が必要である。


